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第 3 章 流域を通じての考察 

3-1.はじめに 
3-2.集落構造の変化 
3-3.地質・地形・⽔利・⾃然災害  
3-4.地域経営（産業・⽣業） 
3-5.建築的特徴の変化 
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3-1.はじめに 
第⼆章において、調査集落について項⽬ごとにそれぞれ論じた。本章では、阿仁川流域全
体を通して⾒られる特徴や関係について論じる。 
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3-2.集落構造の変化 
 
前章で断⾯図を作成した各集落の中⼼地と思われる居住域について、阿仁川流域全体での
分析を⾏う。まず阿仁川流域の集落構造を⼤まかに捉えると、①粕内以北の上流域②根⼦
③阿仁合以南の下流域の 3 つに類型することが出来る。 
 ①の特徴は、川に近い⽅から⽔⽥、住居、神社の順でだんだんと標⾼が⾼い場所に配置
されていくことである。また、多くの場合⼭の⽅の沢から⽔を引いてきており、阿仁川と
集落の関係は薄い。これは、阿仁川の上流域は渓流のごとく流れが急で狭く深い⾕を形成
していることに関係していると考えられる。また、ちょうど阿仁川の流れの様⼦が変化す
るのが阿仁合のあたりで、集落構造の変化の起点となっていることも⾔及しておく。 
 ②の根⼦は、他の集落と⽐べると阿仁川流域から少し離れた位置にあることや、すり鉢
状の特徴的な地形からの影響を受け、他の集落とは異なった形態をとっている。盆地の中
央の低地部には住居、周縁部の⾼地には棚⽥やそば畑が広がっている。これは他の集落の
配置とは逆転している。住居の配置や道の引かれ⽅も、微細な⾼低差に沿って曲がりくね
った不整形を取っている。根⼦は昭和 50年(1975)にトンネル開通、さらに 1960年頃まで
は⾞が通れる道が無く、交通の便が悪かったことから、⽐較的古い集落形態が残ったので
はないかと考えられる。 
 ③は基本的な構造は①と類似しているが、相違点としては、居住域周辺に耕作地が少な
いこと、⽐較的古くからあると思われる住宅の裏に倉庫や蔵を持っている場合が多いこと
が挙げられる。また集落内を通る阿仁街道沿いは、商店兼住宅のような特徴的な建築物が
多い。阿仁合周辺は特に近世から明治時代にかけて、鉱⼭が栄えた地域である。そのた
め、阿仁合から能代港の間では、物資の移動が盛んであった。阿仁合以南の集落は、川や
街道を利⽤した物流、交通の経由地となったために、阿仁街道に沿った路村・街路村的集
落構造を持つことになったのではないかと考えられる。これら下流の集落形態には交通に
よる影響が⼤きく⾒られ、都市に近い要素を持っているのが特徴である。また前述の通
り、阿仁川の流れ⽅が変化するのが阿仁合のあたりで、阿仁合以南は川の両岸に⽐較的広
い平地や河岸段丘が⾒られる。阿仁合以北にも鉱⼭はあったが、鉱⼭町として発展するた
めには、ある程度の開けた⼟地が必要である。つまり、そもそもが地形の制約を受けて、
阿仁合が鉱⼭の中⼼街となった可能性が考えられる。 
 まとめると、阿仁川沿いの集落は、根⼦を除いて、川に近い⽅から⽔⽥、住居、神社の
順でだんだんと標⾼が⾼い場所に配置されていくという点は共通している。おそらく、阿
仁川流域の古くからある集落形態の典型的なものは①の類型のものであろう。そこに近世
になって鉱⼭の発⾒により、産業と交通に⼤きな変化が⾒られ、③の集落構造へ変化して
いったのではないかと考える。 
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図 55 阿仁川流域の連続断⾯アクソメ図 



 77 

3-3.地質・地形・水利・自然災害  
 
今回調査した阿仁川流域の村では、根⼦を除いて河川に沿って⽴地している。 
地質については以下の特徴が挙げられる。            
・川の⽅向が東から⻄への上流にある打当内、⼾⿃内、⽐⽴内と⼭地にある根⼦は堆積岩と
⽕成岩の境界に位置する。川の⽅向が同じく東から⻄への下流にある⽶内沢は堆積岩に位
置する。打当内、⽐⽴内と根⼦の集落主体は堆積岩に集中することから、⼆つの地質を持つ
集落は堆積岩を好む傾向がある。                 
・川の⽅向が南から北への中流部分の集落は全部⽕成岩に位置する。               
地形については以下の特徴が挙げられる。              
・根⼦のみは⼭地、他の村は基本的に段丘上に建てられる。 
表 1 阿仁川流域の地質と地形 

 

阿仁川は緯度が⾼いため、冬は積雪期間が⻑くて積雪量も多く、11⽉末から 2⽉初めにか
けて雪崩は流域の集落に⾮常に⼤きな影響を与える。表 2 の⾃然災害表により、雪崩は阿
仁川流域の最⼤の⾃然災害であると判断できる。阿仁川沿いの各集落では、⼟⽯流、地すべ
り、急傾斜も発⽣している。流域集落の災害⽤避難所は上流の阿仁合と下流の⽶内沢にあ
る。⼤⾬の危険性があるのは⽶内沢だけで、これはその地形と川の⼤きさが直接関係してい
ると考える。これらの⾃然災害の対応⽅法が建築と集落に影響を及ぼし、建築（⼀階の窓形
態）と集落（例：阿仁合）にも特殊な形が⽣まれる。 
 
表 2 阿仁川流域の⾃然災害 
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3-4. 地域経営（産業・生業） 
 
阿仁川流域の産業のうち、主要なもの5をまとめると下図のようになる。ただし、林業に関
してはヒアリングに基づいて印をつけているため、印をつけた集落以外でも林業が⾏われ
ている可能性は⼗分にある。 

 
図 56 阿仁川流域の産業 
 
このように阿仁川流域の集落では、稲作と畑作のような共通の産業と、マタギと鉱業のよう
な固有の産業が並存している。以下、それぞれの産業について、流域という範囲の中で⾒ら
れた差異や共通点について考察していきたい。 
 
●阿仁川流域の稲作・畑作 
⽔⽥は、阿仁川流域全体を通して、基本的には集落の中で最も川の近くに設けられていた。
ただし根⼦と⼾⿃内では棚⽥が⾒られ、そこでは川から離れた⾼所に⽔⽥が作られていた。 
多くの⽔⽥が川のそばにあるとはいえ、⾕底は深く、川⾯と⽔⽥には 5〜30mもの標⾼差が
ある。川からこの⾼さを引⽔するのは現実的ではないため、⽔⽥を川の近くに設けているの
は主に排⽔のためであろう。農業⽤⽔の⽔源は川ではなく、⼭中にあると考えられる。今回
の調査では⽔源については詳しく調査していないが、唯⼀⽐⽴内では、集落よりも⼭奥にあ
る沢⽔の⽅へ案内していただき、そこが集落の⽔源だと教えていただいた。流域の他の集落
でも同様に、集落よりも⾼所にから取⽔しているのではないかと考えられる。 
⼀⽅、畑に関しては、住居に付属した⼩規模なものが最も多く⾒られた。したがって畑作は
主に換⾦のためではなく、⾃家消費のために⾏っていると考えられる。作物はさまざまだと

 
5 ここでは集落環境の計画という観点から、特に⼟地利⽤に関わるものを取り上げる。 
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思われるが、現地で確認できた限りでは雑穀や野菜が多く⾒られた。 
 
●阿仁マタギを構成する 3 つの集落の⽐較 
打当内・⽐⽴内・根⼦の 3 つの集落を中⼼に居住していたマタギのことを総称して「阿仁マ
タギ」と呼ぶ。阿仁マタギの集落ごとの違いに関して、ヒアリングから得られた情報を⽐較
すると、下表のようにまとめられる。 
 
表 3 阿仁マタギの⽐較 

 
このように阿仁マタギを概観すると、集落ごとに特⾊の違いがあったことがわかる。特に違
いが顕著なのは、狩猟と共に⾏われた⾏商（売薬）についてである。阿仁マタギの中では根
⼦のマタギが最も⾏商⼈としての性格が強く、⼀⽅で打当内のマタギはあまり⾏商を⾏わ
なかった。根⼦のマタギはかなりの広範囲を渡り歩き、富⼭の薬売りとも接触するなど独⾃
の情報網を築いていたが、打当内のマタギはまずは⾃⾜のために製薬を⾏っていたことが
うかがえる。実際に打当内の鈴⽊英雄⽒にヒアリングをした際に根⼦の⼭⽥博康⽒の話を
持ち出すと、鈴⽊⽒は苦笑しながら「（根⼦の）⼭⽥家はマタギではない、⾏商⼈だ」とお
っしゃっていた。打当内・⽐⽴内・根⼦はひとまとめに「阿仁マタギ」と呼ばれながらも、
集落間では互いの性質について明確な認識の違いがあることがわかる。 
 
⼀⽅、阿仁マタギの 3 つの集落には⽴地の⾯で共通点が⾒られる。次に⽰す地質図を⾒て
みると、3 つの集落がある場所は流域内でも特に堆積岩の割合が多い。 
 

打当内 ⽐⽴内 根⼦

マタギの⼈数
最盛期：約200⼈
現在：6⼈ほど

現在：10⼈ほど
60年ほど前までは存在した（当時は10

⼈ほど）

製薬の主な⽬
的

病院が遠いため、⽣活に必要な薬を熊
に頼っていた

ー 売薬のため

村の外部との
関係

佐⽵藩のお抱えのマタギを務めていた
ことがある

ー
（⼭⽥博康⽒の⽗の代では）北は樺
太、南は岐⾩まで⾏商に赴いた

備考
⽐⽴内や根⼦に⽐べると⾏商⼈が少な

かった
ー マタギは⻑男のみに継承された
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図 57 阿仁川上流部の地質と阿仁マタギ 3 集落の位置 
 
マタギは農業も兼業しているため、マタギが狩猟に出ている間に代わりに農業を担う⼈⼿
が必要である。したがって、マタギを輩出するには村に⼀定以上の⼈⼝が必要だと推測され
る。そこで、打当内・⽐⽴内・根⼦でマタギが盛んだった理由の⼀つには、堆積岩質の⼟地
のため平地が多く、⼈⼝が多かったことが挙げられるのではないかと考えられる。 
 
●阿仁鉱⼭と阿仁川流域との関係性 
阿仁合にあった阿仁鉱⼭は、享保期には銅の産出量が⽇本⼀になるほど栄え、明治期には国
の殖産興業政策に伴いドイツ⼈技師が滞在ほど、阿仁川流域という範囲を超えた影響⼒を
有していた。したがって、流域内部で完結した⼈や物の流通を⾒出すことが難しい。 
だが、阿仁合よりも下流側の集落では、神社の階段等にからみ煉⽡が⽤いられていることが
確認できた。これらは流域沿いの道あるいは⾈によって下流に運ばれたようであり、鉱⼭と
流域沿いの他集落との何らかの関係性を⽰唆している。 
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3-5.建築的特徴の変化 
 
本項は、前章で記述した阿仁川流域沿いに⽴地した各⼩字における建築物・構築物（装
置や道具といった建築以下のスケールのもの）の断⽚的な特徴を⽐較することで、共通の
流域を介した連続性を⾒出すものである。まずは建築、構築物の順にパターンを整理し、
最終的に阿仁川流域に通底するランゲージについて考察を⾏う。 
 
3-5-1.建築 

〈耕作地と建築（⺟屋／付属屋）の配置関係〉 
前章では、⽐較的近年建設されたであろう⼩規模で規格化された住宅に関しても建築的

特徴をまとめたが、本項では⽐較的古くからあるであろう住宅や⼤規模な住宅に照準を絞
ってその傾向を整理する。 
 

打当内〜笑内…⺟屋は道路からセットバックし、⼿前に耕作地を設ける。付属屋は、⺟屋
の前⽅か側⽅に配置される。 
根⼦…⺟屋は道路からセットバックし、その後⽅に耕作地を設ける。付属屋は、⺟屋の前
⽅か側⽅に配置される。 
粕内…北部は道路からセットバックし、塀や⽣垣を設け前⽅に庭を持っており、付属屋は
⺟屋の前⽅か側⽅に配置される。南部は道路際に⺟屋が⽴地し、その後⽅に耕作地・⽔⽥
を持っており、付属屋は⺟屋の裏に⾼地を挟んで配置される。 
阿仁合…集落の中⼼部である路村地域では、⺟屋は独⽴した付属屋と耕作地を持っていな
い。⼀⽅、路村に属さない住宅では⺟屋は道路際に⽴地し側⽅や裏に耕作地と付属屋を持
っている。 
惣内…道路際に⺟屋が⽴地し、その後⽅に耕作地と付属屋を持っている。 
⽶内沢…敷地内に耕作地は持っていないが、多くの住宅が⺟屋の裏に独⽴した付属屋（⼟
蔵）を持っている。 
 
以上から、阿仁川流域における〈耕作地と建築（⺟屋／付属屋）の配置関係〉の連続性と
して以下の三点が⾔える。 
・ 上流部（打当内〜粕内の⼀部）においては、⺟屋は道路からセットバックして⽴地

し、多くがその周囲の余剰地を耕作地として利⽤している。 
・ 中流部（粕内の⼀部〜惣内）においては、道路際に⺟屋が⽴地し、その裏に耕作地や
付属屋を持っている。 

・ 商業や鉱⼭業を⽣業とする阿仁合の中⼼部と⽶内沢においては、敷地内に耕作地は持
っていない。 

〈屋根形式と破⾵の装飾〉 
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前章では、⽐較的近年建設されたであろう⼩規模で規格化された住宅に関しても建築的
特徴をまとめたが、本項では⽐較的古くからあるであろう住宅や⼤規模な住宅に照準を絞
ってその傾向を整理する。 
図○は阿仁川流域の各⼩字で⾒られた、⽐較的古くからあるであろう住宅や⼤規模な住
宅を簡略化して整理したものである。図○より阿仁川流域における〈屋根形式と破⾵の装
飾〉の連続性として以下の四点が⾔える。 
・ 粕内より下流から、家屋の形式が平⼊から妻⼊に切り替わる。 
・ ⽐⽴内より下流から、⼩屋組格⼦を露わにした装飾が⾒られる 
・ 明治から残る阿仁合の住宅（宮越家）が最も装飾の要素が豊富である。（⼩屋組格

⼦・⽔平連続窓・⼾袋・⼩屋梁など） 
・ 調査対象⼩字のうち最下流である⽶内沢では、⼩屋組格⼦が露わになった装飾は⾒ら

れず⽔平連続窓と突出した⼾袋が強調された意匠へと切り替わる。 

 
図 58 阿仁川流域の住宅簡略図  
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〈基礎・構造的特徴〉 
前章ではまとめた各⼩字における⺟屋の基礎形式を⽐較により、阿仁川流域における

〈基礎・構造的特徴〉の連続性として以下の三点が⾔える。 
・ 打当内、⼾⿃内においては、⾼基礎仕様の⺟屋が多く⾒られる。 
・ ⽐⽴内〜阿仁合においては、⼀階部分が R C造の⾞庫で２階以上に居住スペースを

構えている住宅が多く⾒られる。 
・ ⽶内沢に関しては特徴的な基礎形式は⾒られなかった。 
 

 
3-5-2.構築物 

〈積雪対策〉 
前章でまとめた各⼩字において積雪対策のための構築物を利⽤していることがわかった。

本項では、それらの形式を⽐較しその変遷を整理する。 
⽊板をはめて雪から窓ガラスを守る機構については、図○より上流から下流にかけて
段々と⾒られなくなっていったことがわかる。（11⽉時点） 

 
図 59 窓に対する積雪対策 
 
また、植栽を雪から守る機構については、降雪量が格段に多い最上流では既製品が⾒ら

れ、それ以降は⼿製品のものが⾒られたが、阿仁合より下流では確認できなかった。 

 
図 60 植栽に対する積雪対策 
このように、降雪量の差によって構築物の有無や施⼯法・材料に変化が⾒られることが
わかった。 
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4.結論 

阿仁川流域の集落構造について分析し、⼭間部の複合的な⽣業からなる集落として、その主
体を変えながらも異なる時代に適合し、現在まで存続してきた地域であることを確認した。 
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5.図版出典 

図 1 Google Earthを元に筆者加筆 
図 2 地理院地図 Vectorを元に筆者加筆 
図 3 筆者作成 
図 4 地理院地図 Vectorを元に筆者作成 
図 5 地理院地図 Vector、筆者が現地で撮影 
図 6 筆者撮影 
図 7 地理院地図 Vectorを元に筆者加筆 
図 8 筆者撮影 
図 9 地理院地図 Vector、筆者が現地で撮影 
図 10 地理院地図 Vector、筆者が現地で撮影 
図 11 筆者撮影、Google Earth 
図 12 筆者撮影 
図 13 地理院地図 Vectorを元に筆者加筆 
図 14 筆者作成 
図 15 地理院地図 Vector 
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